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平成２９年６月２７日

粕屋以東の筑前海域で６月 27 日に調査した結果、一部の漁港内で
シャトネラの発生を確認しました。

細胞数は 1 mL あたり最大６細胞となっています。各漁港の調査結
果は以下のとおりです。シャトネラは非常に毒性が強く、 1 mL あた
り数 10 細胞でも魚介類に被害を及ぼします。今後晴天が続いた場合、
水温の上昇や日照の増大により急激に増殖するおそれがあります。

海水が着色しなくても、魚介類に被害を及ぼす場合があります。

漁港での魚介類の蓄養には注意してください。

魚介類の大量斃死がみられたり、漁場の海水が着色していた場合

などは当センターへ至急連絡願います。
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